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1. 石巻シンポジウム概要 

プログラム内容 

開催の目的 

・CITPにより社会価値創造活動の一環 
・被災地／石巻の復興支援、地域振興、IT人材育成 
・当該取組みによるCITP自身のインサイト（気づき）獲得 

①高度IT資格”CITP”とコミュニティ活動（平林） 15分 
②AIを活用した社会価値の創造事例（赤坂）  30分 
③シビックテックによる価値貢献を考える （土屋） 20分 
④シビックテック ワークショップ              140分 
  シビックテックの手法を用いて、参加者が地域の課題解決を考える 

開催概要 

・石巻専修大学キャンパス内 
・大学生を中心に地域オープンデータを活用したアイデアソン 
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2. 実施状況 ステークホルダー 

石巻専修大学 

石巻市ICT総合推進室 

慶應大学SDM 

石巻日々新聞 

・亀山充隆 理工学部教授 
・益満 環 経営学部教授 
 →会場手配と学生の召集にご協力。学生17名が参加。 

・佐藤様、高橋様 
 →アイデアソン開催に向けたアドバイスと、アイデアソンにご参加。 

・江幡様（研究生） 
 →アイデアソンの検討フレームワーク資材をご提供。 

・当日のアイデアソン様子を取材。（記事になったかは不明・・・） 

CITP他 

・全国よりCITPメンバー12名、オブザーバー1名参加 
・情報処理学会 旭さん、林さん 
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石巻専修大学到着 
2. 実施状況（1/17） 
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会場風景 参加者が集まりはじめた 
2. 実施状況（2/17） 
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シンポジウム開催 司会:鵜澤氏 
2. 実施状況（3/17） 
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「CITPとコミュニティ活動」講演（平林氏） 
2. 実施状況（4/17） 
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「AIを活用した社会価値の創造事例」（赤坂氏） 
2. 実施状況（5/17） 
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CITPも学生達に挟まって議論 
2. 実施状況（8/17） 
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表彰式 即席賞状と景品授与 
2. 実施状況（15/17） 
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最後にオブザーバーより講評 
2. 実施状況（16/17） 
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おまけ（お疲れ様～） 
2. 実施状況（17/17） 
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3. アンケート結果 

41.7% 

50.0% 

8.3% 

講演１ ”CITP”とコミュニティ活動 

1:大変有用 

2:有用 

3:ふつう 

4:有用でない 

5:全く有用でない 

91.7% 

8.3% 

講演２ AIを活用した社会価値の創造事例 

1:大変有用 

2:有用 

3:ふつう 

4:有用でない 

5:全く有用でない 

53.8% 38.5% 

7.7% 

講演３ シビックテックによる価値貢献を考える 

1:大変有用 

2:有用 

3:ふつう 

4:有用でない 

5:全く有用でない 

72.7% 

18.2% 
9.1% 

全体と通してのご感想 

1:大変有用 

2:有用 

3:ふつう 

4:有用でない 

5:全く有用でない 
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4. 振返り 

当初目的に照らして・・・ 

・大義名分と意思があれば、正面突破が可能なのだ！ 

・被災地／石巻の復興支援、地域振興、IT人材育成 
 →遠征により約20万円の地域消費 
 →大学との協同への足掛かり 
 →大学生へのIT啓蒙 
 
・当該取組みによるCITP自身のインサイト（気づき）獲得 
 →プロとしての社会貢献活動の在り方 
 →若者との交流による刺激 

正面突破！ 

・参加された方は、ほぼ皆さん満足していただけた。やった価値あり。 

参加者は、概ね満足！ 
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5. 今後の展望 

アプリ制作 

次回開催（石巻） 

横展開 

・マンパワー不足！新たな人材求む 

・よりブラッシュアップして開催予定。 
・課題としては、持続できるビジネスモデルの構築。 

・大学＋オープンデータの組み合わせは、他大学でも開催可能。 


